
「市民の声を聴く会」 
 

開催地区 開催日時 開催場所 担当班 

美 星 ５月１０日（土）19:00～20:30 美星公民館 第２班 

出 部 ５月１１日（日）19:00～20:30 出部公民館 第３班 

県 主 ５月１５日（木）19:30～21:00 県主公民館 第４班 

芳 井 ５月１７日（土）13:30～15:00 芳井生涯学習センター 第１班 

青 野 ５月１７日（土）19:00～20:30 JA 岡山西青野店舗 第３班 

高 屋 ５月２０日（火）19:30～21:00 高屋公民館 第４班 

木之子 ５月２１日（水）19:30～21:00 木之子公民館 第３班 

西江原 ５月２７日（火）19:30～21:00 西江原公民館 第４班 

井 原 ５月２８日（水）19:30～21:00 井原公民館 第２班 

大 江 未     定 未     定 第１班 

稲 倉 未     定 未     定 第２班 

荏 原 未     定 未     定 第１班 

野 上 未     定 未     定 第２班 

 

※班編成                         ◎＝班長、○＝副班長 

第１班 第２班 第３班 第４班 

◎上野 安是 

○森本 典夫 

西村慎次郎 

惣台 己吉 

大滝 文則 

◎簀戸 利昭 

○森下 金三 

河合 謙治 

三宅 文雄 

大鳴 二郎 

◎西田 久志 

○坊野 公治 

荒木 謙二 

宮地 俊則 

藤原 清和 

◎三輪 順治 

○井口  勇 

柳井 一徳 

藤原 浩司 

佐藤  豊 

お問い合わせ先 井原市議会（事務局 TEL ６２－９５３５）  

第９７６号 赤旗読者ニュース （１）

読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１４年 ４月２４日

ＮＯ ９７６

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）きずな
井原市議会は今年度も市内の小学校学区単位で「市民の声を聴く会」を開催する準備

をしています。地元の方との相談の結果、４月１４日現在で下記の開催地区、開催日時、

開催場所、担当班が決まっています。市民の皆さん進んでご参加ください。



第９７６号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください。(月額 日刊紙３,４００円 日曜版８００円）

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://m.okajcp.com）でも見ることができます

井原市政に対するご意見・ご要望をお寄せください

井原市議会平成２６年６月定例会の開会予定日は６月９日（月)です。皆様の井原市政に対するご意

見・ご要望をお近くの党員か下記の電話・FAXにお気軽にお寄せください。皆様のご意見・ご要望が

１つでも多く実現するよう、引き続き奮闘したいと考えています。

日本共産党後援会事務所 TEL６２－６２００ FAX ６２－６２０９

森本ふみお宅 TEL６２－６０６１ FAX ６２－６０８１

「エネルギー計画」 口先だけ反省の「原発永久化」

安倍晋三政権が閣議決定した「エネルギー基本計画」は、いったん削除を決めた冒頭の東京電力福島第
１原発事故への「反省」は復活させたものの、原発を「重要なベースロード電源」と位置づける立場は変
えず、口先だけの反省で原発依存を続ける姿勢を露骨にしたものです。東日本大震災にともなう原発事故
はいまだに収束のめどさえ立っていないのに、原発依存にのめりこむなど、被災者と国民の気持ちを踏み
にじるものです。「エネルギー基本計画」ができたからといって、原発の再稼働や新増設、原発輸出など
に突き進むのは絶対に許されません。

事故反省するなら廃止を

「エネルギー基本計画」は国のエネルギー政策の中長期的な指針です。東京電力福島原発事故は、原発
が完全にコントロールできない未完成の技術であり、いったん事故が起きれば長期にわたって広範囲に、
予想もつかない被害を及ぼすことを証明しました。事故から３年余り、いまだに事故は収束せず、日本国
内に稼働中の原発は１基もありません。原発事故を真剣に反省するなら、原発は直ちに廃止し、原発に依
存しないエネルギー政策を確立すべきです。

民主党政権が「２０３０年代原発稼働ゼロ」を打ち出そうとし、安倍政権でも当初「原子力に依存しな
い社会をめざす」と主張したのは、原発事故の深刻さを踏まえれば当然です。ところが民主党政権では閣
議決定に至らず、安倍政権では後退に後退を重ねて原発依存を露骨に打ち出しました。新しい「エネルギー
基本計画」はまさに反省なき「原発永久化」宣言ともいうべきものです。

２月下旬政府がまとめた「計画」の原案には福島原発事故について、「政府及び
原子力事業者は、いわゆる『安全神話』に陥り、十分な過酷事故への対応ができず、
このような悲惨な事態を防げなかったことへの深い反省を一時たりとも失念しては
ならない」とありました。この部分を削除しようとし、国民の批判をあびたのは、
新たな「安全神話」の本音の表れといわれても仕方がありません。

原発を「重要なベースロード電源」と位置づけたのは、現在停止中の原発の再稼働を狙うだけでなく、
原発の新増設さえ可能にし、長期にわたり原発依存を続けようということなのか。「計画」には使用済み
核燃料からプルトニウムを取り出す再処理や、プルトニウムをウランと混ぜて燃やすプルサーマル発電も
「推進」をうたいました。運転のめどが立たない高速増殖炉「もんじゅ」についてさえ「国際的な研究拠
点」との位置づけです。福島原発事故の反省がまったく見られないのは明らかです。

「再生」目標も明示せず

「計画」は原発を安価で安定的な「ベースロード電源」としていますが、いったん事故を起こした場合
の費用や廃炉の費用などを計算に入れれば、原発が決して「安価」でも「安定的」でもないのは明らかで
す。福島原発事故の後、原発依存をやめ、太陽光、風力など再生可能な自然エネルギーに転換することが
世界の流れです。「計画」には再生可能エネルギーの目標さえ明示がありません。

「計画」の強行を許さず撤回を求め、原発の廃止、自然エネルギーへの転換を進めるうえで国民の世論
と運動がいよいよ必要です。

現在、安倍自公政権の下で様々な危険な動きがあります。この度は、エネルギー問題で日本共産党の
考えをお知らせします。４月１２日付のしんぶん赤旗日刊紙の「主張」を転載します。


